
市議会ホームページ
市議会だより

第61号
2025年５月

発行／喜多方市議会　編集／議会広報広聴委員会

特　集
３月定例会
令和７年度当初予算を可決……………… ４
議案審議・委員会審査…………………… ５
一般質問に16名が登壇………………… ８
請願・陳情の処理経過……………………18

　　　　おじゃまします市議会です
第６回日中線しだれ桜植樹祭に
おじゃましました…………………… ２



し
だ
れ
桜
オ
ー
ナ
ー
の

�
み
な
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
に
よ
り

続
発
し
た
福
島
原
発
事
故
直
後
に
、

長
崎
か
ら
福
島
へ
支
援
入
り
し
た
の

が
記
念
樹
と
の
ご
縁
で
す
。
山
島
日

本
が
誇
る
恵
み
豊
か
な
自
然
、
そ
の

中
で
田
部
井
淳
子
さ
ん
も
愛
さ
れ
た

ふ
く
し
ま
百
名
山
と
県
内
各
地
の
桜

の
名
勝
地
を
巡
り
、
旧
国
鉄
日
中
線

し
だ
れ
桜
並
木
の
延
長
と
維
持
管
理

に
情
熱
を
捧
げ
る
唐
橋
俢
さ
ん
と
出

会
い
、
そ
の
人
間
力
の
素
晴
ら
し
さ

に
魅
了
さ
れ
て
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま

し
た
。

喜
多
方
の
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て

伝
統
を
宝
物
と
し
て
次
世
代
に
紡

ぎ
、
不
易
流
行
の
精
神
で
夢
の
実
現

に
向
け
て
挑
戦
で
き
る
地
域
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

喜
多
方
市
に
望
む
こ
と

山
下
俊
一
さ
ん
（
長
崎
県
）

オ
ー
ナ
ー
の
き
っ
か
け

私
は
本
田
金
属
技
術
㈱
の
社
長
を

２
０
２
３
年
に
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
何
よ
り
私
が
心
か
ら
誇
り
に
思

う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
暮
ら
す
皆

様
方
、
弊
社
を
支
え
る
従
業
員
、
ま

た
市
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
会
社
に

と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
し
だ
れ

桜
は
、
私
の
退
任
に
伴
い
、
従
業
員

か
ら
贈
ら
れ
た
記
念
樹
で
あ
り
、
感

謝
と
と
も
に
喜
多
方
の
し
だ
れ
桜
が

全
世
界
に
誇
れ
る
場
所
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
の
自
慢
の
ふ
る
さ
と
、
そ
れ
は

生
ま
れ
育
っ
た
「
喜
多
方
」
で
す
。

四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
美
し
い

自
然
や
、
心
を
満
た
す
郷
土
料
理
な

ど
自
慢
し
た
い
物
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
喜
多
方
市
の
更
な
る
発
展
を
心

か
ら
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

喜
多
方
市
に
望
む
こ
と

髙
橋
芳
一
さ
ん
（
埼
玉
県
）

オ
ー
ナ
ー
の
き
っ
か
け

日
中
線
し
だ
れ
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

唐
橋
脩
理
事
長
と
出
会
う
ご
縁
に
恵

ま
れ
、
先
代
か
ら
続
く
、
そ
の
熱
い

お
気
持
ち
に
触
れ
、
実
際
に
桜
並
木

を
鑑
賞
し
て
想
像
を
超
え
る
圧
巻
の

風
景
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
私
は

都
内
在
住
で
す
が
、
喜
多
方
の
人
々

と
の
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
娘
の
小
学
校
入
学

を
機
に
オ
ー
ナ
ー
に
挙
手
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
取
組
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
ぜ
ひ
ご
継
続
く
だ
さ
い
。
春

先
に
老
若
男
女
が
日
本
全
国
か
ら
集

い
、喜
多
方
市
の
経
済
を
活
性
化
し
、

若
者
た
ち
が
活
躍
で
き
る
街
、
関
係

人
口
が
増
え
て
行
く
元
気
な
街
を
目

指
し
、
活
力
あ
る
未
来
を
実
現
し
て

欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

長
崎
辰
哉
さ
ん
（
東
京
都
）

喜
多
方
市
に
望
む
こ
と

オ
ー
ナ
ー
の
き
っ
か
け

２
年
前
の
春
に
熱
塩
加
納
の
親
戚

の
家
を
訪
れ
た
際
、
先
輩
が
「
さ
く

ら
ま
つ
り
」
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
も
と
も
と
花
に
は
さ
ほ
ど

興
味
が
な
く
、「
季
節
の
も
の
」
程

度
の
認
識
で
し
た
が
、「
し
だ
れ
桜

並
木
」
の
圧
巻
の
光
景
に
目
を
奪
わ

れ
ま
し
た
。
日
々
の
葛
藤
の
中
で
、

こ
の
桜
を
見
て
少
し
で
も
心
が
落
ち

着
く
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
い

う
思
い
で
、
オ
ー
ナ
ー
と
な
る
に
至

り
ま
し
た
。

「
し
だ
れ
桜
」
や
「
喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
」
な
ど
の
魅
力
に
感
動
し
、
喜

び
が
多
く
の
方
に
伝
わ
り
、
盛
り
上

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 喜

多
方
市
に
望
む
こ
と

野
邉
翔
太
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

オ
ー
ナ
ー
の
き
っ
か
け



特 集 市議会ですおじゃまします

「日中線しだれ桜並木を世界一に」
3/30（日）第６回日中線しだれ桜植樹祭におじゃましました
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ＮＰＯ法人日中線しだれ桜プロジェクト理事長　唐橋　脩さん
「喜多方に世界一のしだれ桜並木をつくろう」とＮＰＯ法人日中線しだれ桜プロ
ジェクトを設立し10年、延長植樹を始めて８年が経ちました。今回は「夢の森さ
くら公園駅」とした広場に、早咲き、遅咲き、四季咲きなど、21種21本を植樹し、
オーナーからのメッセージとともに花の写真と説明を掲示しました。桜は600種
ともいわれている中で、桜物語を創って選んだ品種です。
これで桜の植樹は281本となり、上三宮地区の540ｍの区間は、ご家族などでレジャーシートを
敷いてのお花見もできるようになりました。雪を被った飯豊山を見ながら街中の並木にない春の田
園風景を満喫してください。これからは桜の植樹地を確保するために時間がかかりそうです。先人
が力を注いでくれた旧国鉄日中線は、時が変わり「しだれ桜並木」として歩み始めました。喜多方
駅から旧熱塩駅までを目標に皆さんとともに植え続けてまいります。



令和７年度当初予算可決 ３月３月
定例会定例会

　令和７年第２回３月定例会は２月27日から３月18日までの20日間の会期で開催されました。市長提案
により、予算案25件、条例案16件、その他４件が提出されたほか、請願６件、陳情１件、議会案５件の
審議が行われました。

当初予算の審議・審査において議論された主な事業など

令和７年度当初予算
会　　　計 総　　　額

一 般 266億2,700万0千円
特 別 113億7,929万2千円
下水道事業（収入） 19億3,600万4千円
下水道事業（支出） 22億3,510万8千円
水道事業（収入） 14億8,874万7千円
水道事業（支出） 20億600万3千円

（新規）
妊婦のための
支援給付交付金
� 2,100万円

ふるさと寄附金
� ２億7,600万円

（新規）
そばの郷喜多方振興事業
� 75万９千円

日中線しだれ桜並木協力金
� 2,274万円

（新規）
ふくしまデスティネーション
キャンペーン推進事業
� 558万円

こども園管理運営経費
�５億1,942万７千円

（新規）
学校給食費公会計事業
�２億7,297万８千円

保養施設管理経費
�２億1,331万５千円
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【総務常任委員会】

　
議
案
第
28
号
市
長
等
の
給
与

及
び
そ
の
他
の
給
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
。
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
の
給
与
月
額
を
減
ず
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

改
正
内
容
は
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
任
期
の
末
日
ま
で
、
市

長
は
20
％
、
副
市
長
と
教
育
長

は
10
％
減
額
す
る
。

　
　
三
役
の
給
与
の
現
額
と
減

額
さ
れ
て
い
く
ら
に
な
る

か
。
ま
た
、
任
期
中
の
減
額
と

い
う
例
は
過
去
に
あ
っ
た
か
。

　
　
市
長
は
月
額
95
万
円
な
の

で
76
万
円
、
副
市
長
は
月

額
76
万
円
な
の
で
68
万
４
千

円
、
教
育
長
は
月
額
70
万
円
な

の
で
63
万
円
に
な
る
。
削
減
の

割
合
は
三
役
で
協
議
の
う
え
決

定
し
た
。
ま
た
、
任
期
中
の
減

額
例
は
過
去
に
は
な
い
。

問答

　
　
退
職
手
当
の
減
額
は
検
討

し
た
が
、
結
論
が
出
な
か

っ
た
よ
う
だ
が
、
市
長
の
考
え

は
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２

２
２
条
で
は
、
条
例
と
予
算
の

一
致
が
原
則
だ
が
、
退
職
金
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

　
　
令
和
７
年
度
予
算
は
、
財

政
状
況
を
踏
ま
え
た
中

で
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
編
成
作

業
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
市
長
と
教
育
長
の
退
職
手

当
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
優

先
す
べ
き
と
判
断
し
、
当
初
予

算
の
計
上
を
見
送
っ
た
。今
後
、

財
政
状
況
が
好
転
す
る
よ
う
な

事
態
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

さ
れ
る
時
期
に
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
判
断

し
た
い
。
ま
た
、
地
方
自
治
法

第
２
２
２
条
は
、
予
算
編
成
の

原
則
で
あ
る
が
、
市
長
の
政
治

判
断
と
し
て
行
っ
た
。

問答

市
長
等
の
三
役
の
給
与
減
額
の
た
め
の
条
例

市
長
等
の
三
役
の
給
与
減
額
の
た
め
の
条
例

改
正
案
に
つ
い
て
市
長
に
直
接
問
い
質
す

改
正
案
に
つ
い
て
市
長
に
直
接
問
い
質
す

３
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議

３
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
議
･･
委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
つ
い
て

��

返
礼
品
を
増
や
し
て
歳
入
増
へ

返
礼
品
を
増
や
し
て
歳
入
増
へ

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入

予
算
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
寄

附
金
２
億
７
６
０
０
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

よ
り
１
億
７
０
０
万
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
経
費
に
お
い

て
は
業
務
委
託
料
と
サ
イ
ト
利

用
料
外
で
１
億
４
６
７
５
万
円

な
の
で
、
約
１
億
３
０
０
０
万

円
の
純
益
と
な
る
。

　
　
令
和
６
年
度
の
実
績
と
令

和
７
年
度
の
計
上
額
の
積

算
根
拠
を
伺
う
。

　
　
本
年
２
月
現
在
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
実
績
は
、
６
５

５
６
件
で
１
億
４
４
８
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
よ
り

件
数
に
お
い
て
１
２
３
％
増
、

金
額
に
お
い
て
１
３
１
%
の
伸

び
と
な
っ
て
い
て
、
１
件
あ
た

り
の
平
均
は
約
２
万
２
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

度
は
昨
年
の
目
標
の
３
割
増
を

問答

土
台
に
、
返
礼
品
数
を
現
在
の

３
０
０
点
か
ら
１
０
０
点
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
３
割

増
を
目
指
す
。
そ
こ
に
Ｐ
Ｒ
広

告
を
増
や
し
て
１
割
上
乗
せ
す

る
。
そ
の
他
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り

４
０
０
万
円
プ
ラ
ス
し
て
２
億

７
６
０
０
万
円
に
な
る

　
　
現
在
の
契
約
サ
イ
ト
数
は

い
く
つ
か
。
ま
た
、
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
を

伺
う
。

　
　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
現
在

５
サ
イ
ト
と
契
約
し
て
い

る
。
そ
こ
に
連
携
す
る
サ
イ
ト

が
あ
る
の
で
計
11
サ
イ
ト
と
な

っ
て
い
る
。
新
た
な
サ
イ
ト
は

検
討
中
で
あ
る
。
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
関
東
方
面
の
２

企
業
で
開
催
の
予
定
で
あ
る
。

訪
問
し
た
地
域
か
ら
の
ふ
る
さ

と
納
税
が
増
加
し
た
。

問答

5 市議会だより 喜多方　第61号

３
月

定

例

会



【文教厚生常任委員会】

　
本
市
に
お
け
る
就
学
前
児
童

の
施
設
利
用
者
数
は
、
少
子
化

の
影
響
に
よ
り
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
令
和
６

年
度
初
め
の
段
階
で
市
立
が
10

施
設
、
民
間
が
20
施
設
あ
り
、

市
立
の
利
用
定
員
は
６
８
５
名

で
入
所
率
は
57
％
、
民
間
の
利

用
定
員
は
９
４
８
名
、
利
用
率

は
90
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
令

和
10
年
度
に
は
約
２
０
０
名
減

少
す
る
と
想
定
し
て
い
る
中

で
、
市
立
保
育
施
設
の
老
朽
化

の
進
行
に
よ
る
段
階
的
廃
止
と

同
時
に
、
市
内
に
根
差
し
て
い

る
民
間
保
育
施
設
の
存
続
と
い

う
観
点
か
ら
令
和
９
年
度
か
ら

令
和
11
年
度
に
か
け
て
市
立
保

育
施
設
を
段
階
的
に
５
園
を
閉

園
す
る
案
で
検
討
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お

け
る
「
こ
ど
も
園
管
理
運
営
経

費
」
は
、
５
億
１
９
４
２
万
７

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
検
討
内
容
案
で
閉
園
予
定

と
す
る
５
つ
の
市
立
保
育

施
設
は
、
ど
の
保
育
園
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
先
日
の
全
員
協
議
会
で
お

示
し
の
と
お
り
、
令
和
９

年
度
末
に
第
三
・
姥
堂
こ
ど
も

園
、
令
和
10
年
度
末
に
第
四
こ

ど
も
園
、
令
和
11
年
度
末
に
第

二
・
駒
形
こ
ど
も
園
と
し
て
い

る
。
今
後
、
庁
内
検
討
委
員
会

で
検
討
を
重
ね
、
同
年
８
月
に

議
会
で
再
度
諮
り
た
い
。

　
　
５
園
が
閉
園
し
た
場
合
、

こ
ど
も
園
管
理
運
営
経
費

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
経
費
に
つ
い
て
は
市
立
こ

ど
も
園
１
施
設
に
つ
き
約

４
０
０
０
万
円
、
５
施
設
で
約

２
億
円
の
削
減
と
な
る
見
積
で

あ
る
。

　
　
市
立
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

は
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
」
と
し
て
教
育
・
保
育

要
領
に
基
づ
き
、
年
齢
に
あ
っ

問答問答問

た
教
育
並
び
に
保
育
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
、
市
立
５
園
が
閉
園
予

定
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
を
担

う
施
設
の
減
少
と
も
捉
え
ら

れ
、
不
安
視
す
る
保
護
者
の
声

を
複
数
聴
い
て
い
る
。
と
は
い

え
、
独
自
に
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
民
間
保
育
施
設
も
あ

る
。
本
市
の
民
間
保
育
施
設
に

つ
い
て
も
、
保
育
教
諭
や
幼
稚

園
教
諭
が
在
籍
す
る
と
い
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
認
定
こ
ど
も
園

化
（
教
育
強
化
）
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
民
間
保
育
施
設
の
実
態
を

調
査
（
評
価
）
し
、
よ
り

良
い
方
向
性
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

答

市
立
こ
ど
も
園
の
今
後
の
在
り
方
は

市
立
こ
ど
も
園
の
今
後
の
在
り
方
は

鳥
獣
被
害
対
策

鳥
獣
被
害
対
策

電
気
柵
購
入
補
助
金

電
気
柵
購
入
補
助
金

　
電
気
柵
購
入
支
援
事
業
補
助

金
３
６
２
万
５
千
円
。
こ
の
事

業
は
、
電
気
柵
購
入
を
希
望
す

る
団
体
・
個
人
に
対
し
て
購
入

費
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業

で
、
事
前
に
要
望
を
取
り
ま
と

め
た
結
果
、
応
募
の
あ
っ
た
42

件
に
対
応
す
る
補
助
金
で
あ

る
。

　
　
前
年
度
予
算
よ
り
大
幅
に

減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
予
算
を
編
成
す
る
前
に
募

集
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

７
年
度
購
入
希
望
が
団
体
・
個

人
合
わ
せ
て
42
件
で
あ
っ
た
。

昨
年
度
と
比
較
す
る
と
応
募
件

数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由

で
あ
る
。

　
　
新
規
で
購
入
希
望
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
市
民
生
活
課
分
と
し
て
24

件
分
貸
出
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
他
各
支
所
に
も
在
庫

が
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

6市議会だより 喜多方　第61号

３
月

定

例

会



【産業建設常任委員会】

　
し
だ
れ
桜
並
木
協
力
金
と
し

て
、
駐
車
場
等
に
お
い
て
車
１

台
当
た
り
５
０
０
円
の
協
力
金

を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
こ
れ

を
１
０
０
０
円
に
見
直
す
。

　
　
協
力
金
を
な
ぜ
５
０
０
円

か
ら
１
０
０
０
円
に
す
る

の
か
。

　
　
財
政
的
に
厳
し
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
面
で
歳
出
の
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
は
財
源
の
確

保
と
い
う
面
で
、
協
力
金
に
つ

い
て
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
。
今
ま
で
行
っ
て
い
た
車
１

台
当
た
り
５
０
０
円
を
１
０
０

０
円
に
、
今
ま
で
協
力
金
を
い

た
だ
い
て
い
な
か
っ
た
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
１
台
当
た
り
５
０

０
０
円
、二
輪
車
に
つ
い
て
は
、

１
台
当
た
り
５
０
０
円
を
ご
協

力
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
丁
寧
な
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
く
。

問答

　
　
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
返

礼
品
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を

差
し
上
げ
て
い
た
が
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　
　
昨
年
度
ま
で
制
作
し
た
在

庫
を
今
回
配
ら
せ
て
い
た

だ
く
。
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
す

る
の
に
も
、
相
当
な
経
費
を
使

っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
先
に
つ

い
て
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
返
礼

品
に
別
な
も
の
が
必
要
な
の

か
、同
じ
も
の
が
必
要
な
の
か
、

返
礼
品
は
無
く
し
て
も
い
い
の

か
、
当
該
年
度
中
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
の
協
力
金
を
見
直
す

日
中
線
し
だ
れ
桜
並
木
の
協
力
金
を
見
直
す

保
養
施
設
管
理
経
費
に
つ
い
て

保
養
施
設
管
理
経
費
に
つ
い
て

　
保
養
施
設
管
理
経
費
２
億
１

３
３
１
万
５
千
円
の
内
容
は
、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
喜
多
の
郷
、

山
都
保
養
セ
ン
タ
ー
い
い
で
の

ゆ
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
高
郷
の

主
に
指
定
管
理
料
で
あ
り
、
他

に
施
設
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
、
各
種
負
担
金
等
で
あ
る
。

　
　
昨
年
の
業
務
委
託
料
は
１

億
４
５
５
８
万
５
千
円

で
、
今
年
は
１
億
５
３
２
８
万

２
千
円
で
あ
る
。
市
全
体
の
各

予
算
が
約
10
％
カ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
の
に
、
増
額
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
５
年
間
の
指
定
管
理
期
間

が
終
了
し
、
令
和
７
年
度

か
ら
新
た
な
指
定
管
理
期
間
が

始
ま
る
の
で
、
見
積
を
再
積
算

し
た
結
果
で
あ
る
。
委
託
料
は

10
％
の
削
減
対
象
と
は
し
て
い

な
い
。

　
　
削
減
対
象
と
し
て
い
な
い

理
由
は
。

　
　
指
定
管
理
受
者
か
ら
の
見

積
書
を
受
理
し
、
収
入
見

問答問答

込
額
と
の
差
額
分
を
指
定
管
理

料
と
し
て
計
上
す
る
ル
ー
ル
と

し
て
お
り
、
一
律
の
削
減
は
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
指
定
管
理
者
の
営
業
利
益

を
上
げ
る
取
組
は
。

　
　
３
つ
の
指
定
管
理
施
設
は

同
一
の
指
定
管
理
受
託
者

に
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
努
力
を
展
開
し
て
い
る
。

各
施
設
と
も
温
泉
を
供
用
し
て

お
り
、
相
当
年
数
が
経
過
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
も

の
と
し
て
各
事
業
を
展
開
し
、

利
潤
と
な
り
、
還
元
で
き
れ
ば

と
捉
え
て
い
る
。

　
　
３
施
設
の
指
定
管
理
料
で

あ
る
が
、
維
持
管
理
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。
近
い
将
来

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
検
討
が
な

さ
れ
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
考

え
は
。

　
　
温
泉
保
養
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
議
会
か
ら

も
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
市
の
財
政
状
況
も
踏
ま
え
て

検
討
し
て
い
く
。

問答問答

▲日中線しだれ桜並木
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一般質問は、市政全般についての市の方針を質すものです。
３月定例会の一般質問は３月３日～３月６日までの４日間行われ、16名の議員が登
壇し、市民の皆さんの生活に関わる行政全般について質問をしました。
掲載の文面は各議員の自己編集として、質問した項目の中から１項目程度を要約して
おります。（すべての項目は、オンデマンド配信でご覧いただけます。また、会期中は
インターネットで中継を配信しています。）

※各議員のＱＲコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

後
藤　
誠
司�

議
員

　
　
昨
年
12
月
２
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
お
い
て
、
紙
の
保
険
証

の
発
行
が
廃
止
さ
れ
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
に
一
本
化

さ
れ
た
が
、
本
市
に
お
け

る
利
用
割
合
と
医
療
機
関

及
び
薬
局
で
の
読
取
機
械

等
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

　
　
本
市
の
国
民
健
康
保

険
制
度
に
お
い
て
、

令
和
６
年
12
月
分
の
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用
割

合
は
29
・
８
％
で
あ
る
。

市
内
の
医
療
機
関
及
び
薬

局
の
約
98
％
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
た
め
の
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

窓
口
に
お
い
て
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
利
用
の
呼
び
掛

け
や
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

問答

操
作
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な

ど
、
利
用
促
進
の
取
組
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

を
有
し
て
い
な
い
方

へ
の
国
民
健
康
保
険
証
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

証
の
有
効
期
限
後
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
ど
ち
ら
の
保
険
証
に

お
い
て
も
、
有
効
期

限
を
迎
え
た
時
点
で
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
「
資
格
確

認
証
」を
交
付
し
て
お
り
、

従
来
ど
お
り
医
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

問答

国民健康保険制度で29.8％の利用割合である国民健康保険制度で29.8％の利用割合である市長市長

「マイナ保険証」の利用状況は「マイナ保険証」の利用状況は

▲市内のカードリーダー
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最新動向を注視しつつ早期の活用対策を図る最新動向を注視しつつ早期の活用対策を図る

齋
藤　
仁
一�

議
員

佐
原　
正
秀�

議
員

市長市長

　
　
職
員
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
で
も
安
定
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
い
か
に
業
務

を
自
動
化
・
効
率
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
で

あ
る
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、

「
Ｄ
Ｘ
人
材
に
よ
る
伴
走

型
支
援
に
よ
っ
て
生
成
Ａ

Ｉ
の
有
効
性
を
確
認
・
共

有
が
で
き
た
。」
と
実
施

し
て
い
る
自
治
体
か
ら
の

声
も
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
深
刻
な
働
き
手
不
足

に
陥
る
と
想
定
さ
れ
る
２

０
４
０
問
題
に
備
え
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
い
か
が

か
。 問

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、

令
和
５
年
９
月
に

「
喜
多
方
市
生
成
Ａ
Ｉ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
、

研
修
を
受
講
す
る
こ
と
を

条
件
に
業
務
で
使
用
す
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、

資
料
の
作
成
補
助
、
ア
イ

デ
ア
出
し
、
デ
ー
タ
分
析

に
よ
る
意
思
決
定
の
サ
ポ

ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
補
助
な
ど
幅
広
く
業
務

効
率
化
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
最
新
動
向
を

見
据
え
つ
つ
、
利
用
状
況

や
導
入
効
果
を
踏
ま
え

て
、
よ
り
効
果
的
に
利
用

す
る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

リ
ス
ク
な
ど
の
課
題
に
対

応
し
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
る
助
言
を

有
識
者
か
ら
い
た
だ
く
な

ど
検
討
を
進
め
る
。

答

　
　
複
合
施
設
第
二
期
工

事
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
「
整
備
コ
ン
セ
プ
ト

は
維
持
し
つ
つ
」
と
あ
る

が
、
建
設
場
所
も
含
め
根

本
的
な
見
直
し
を
量
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
令
和
４
年
度
か
ら
５

年
度
に
「
ひ
と
づ
く

り
・
交
流
拠
点
複
合
施
設

整
備
事
業
」
図
書
館
等
建

設
・
管
理
運
営
基
本
計
画

の
策
定
や
基
本
設
計
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

特
に
基
本
計
画
で
は
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
市
民
の
方
々
の
期
待

や
思
い
が
込
め
ら
れ
た
計

画
で
あ
り
、
具
現
化
す
る

の
が
責
務
で
あ
る
。

　
第
一
期
施
設
と
一
体
性

の
あ
る
施
設
と
す
る
こ
と

問答

で
、
一
層
の
賑
わ
い
の
創

出
、
多
様
な
連
携
に
よ
る

更
な
る
地
域
の
魅
力
や
活

力
の
向
上
を
生
み
出
す
環

境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
建
設
場
所
も

含
め
、
根
本
的
な
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
大
型
事
業
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
財
政
再
建

は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
確
か
に
市
民
か
ら
建
替

等
の
要
望
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
財
政

再
建
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
国
の
交
付
金
が
令
和

10
年
度
で
、
合
併
特

例
債
も
令
和
12
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
図
書
館
、
厚
生

会
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
老
朽
化
に
よ
る
現
状

維
持
が
難
し
い
の
で
、
１

年
程
度
先
送
り
で
取
り
組

む
。 問答

図書館等の現状維持が難しいので１年程度先送りで取り組む図書館等の現状維持が難しいので１年程度先送りで取り組む市長市長

財政再建のため複合施設第二期工事は先送りすべきではないか財政再建のため複合施設第二期工事は先送りすべきではないか

生成ＡＩ導入の早期取組をどう進めるのか生成ＡＩ導入の早期取組をどう進めるのか
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令和７年の米生産の基本方針は令和７年の米生産の基本方針は

渡
部　
一
樹�

議
員

　
　
今
冬
の
豪
雪
の
被
害

状
況
を
伺
う
。

　
　
人
的
被
害
５
件
、
建

物
被
害
は
、
住
家
24

件
、
非
住
家
43
件
、
農
業

用
施
設
１
５
８
棟
、
農
作

物
11
件
、
家
畜
１
件
で
あ

る
。

　
　
復
旧
対
策
を
ど
う
す

る
の
か
。
平
成
29
年

秋
の
被
害
時
に
は
、
作
物

栽
培
用
ハ
ウ
ス
の
み
の
補

助
で
あ
っ
た
。
今
回
は
育

苗
ハ
ウ
ス
や
農
機
具
保
管

用
ハ
ウ
ス
の
被
害
が
４
割

を
超
え
て
い
る
た
め
、
全

て
の
ハ
ウ
ス
を
対
象
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
会
津
全
域
の
要
望
と

し
て
、
幅
広
く
、
ハ

ウ
ス
を
対
象
に
す
る
よ
う

県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
特
に
育
苗
ハ
ウ
ス
の

復
旧
が
急
が
れ
る
。

田
植
え
に
間
に
合
わ
せ
る

問答問答問

た
め
に
補
助
事
業
の
事
前

着
工
を
認
め
て
ほ
し
い
。

　
　
育
苗
ハ
ウ
ス
の
重
要

性
は
県
も
状
況
を
理

解
し
て
お
り
、
対
応
を
注

視
し
て
い
く
。
ま
た
、
資

材
の
早
期
確
保
に
努
め

る
。

　
　
高
齢
者
の
除
雪
支
援

を
充
実
し
て
ほ
し

い
。

　
　
２
月
の
降
雪
は
集
中

的
で
あ
っ
た
た
め
、

市
内
の
業
者
が
手
一
杯
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
委
託

で
き
る
業
者
や
民
間
団
体

を
増
や
せ
る
よ
う
に
努
力

す
る
。
市
外
の
業
者
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
。

　
　
国
道
４
５
９
号
線
や

県
道
北
山
会
津
若
松

線
の
金
川
集
落
北
側
の
狭

隘
部
が
雪
で
更
に
狭
く
な

り
、
危
険
で
通
過
が
困
難

で
あ
っ
た
。
い
つ
に
な
っ

た
ら
解
消
す
る
の
か
。

　
　
ま
だ
見
通
し
が
立
た

な
い
。
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

答問答問答

　
　
令
和
７
年
の
米
生
産

の
基
本
方
針
は
。

　
　
国
は
政
府
備
蓄
米
の

市
場
放
出
を
進
め
て

い
る
が
、
我
が
国
の
主
食

用
米
の
消
費
量
は
人
口
減

少
等
に
よ
り
毎
年
10
万
ト

ン
程
度
減
少
し
て
い
る
。

本
市
の
令
和
７
年
産
主
食

用
米
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
令
和
６
年
産
の
実
績
に

比
べ
て
75
ヘ
ク
タ
ー
ル
減

と
な
る
生
産
数
量
の
目
安

が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
引
き
続
き
農
家
に
と

っ
て
取
り
組
み
や
す
い
備

蓄
米
や
主
食
用
米
以
外
の

作
物
へ
の
作
付
転
換
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

市
農
業
振
興
協
議
会
に
お

い
て
、
産
地
交
付
金
に
よ

る
支
援
と
し
て
飼
料
用
米

と
輸
出
用
米
に
対
す
る
支

援
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
地
理

問答

的
表
示
に
指
定
さ
れ
た
喜

多
方
の
日
本
酒
を
は
じ

め
、
オ
ー
ル
福
島
の
酒
づ

く
り
を
後
押
し
で
き
る
よ

う
加
工
用
米
に
対
す
る
支

援
メ
ニ
ュ
ー
を
新
た
に
創

設
し
た
。

　
　
高
温
耐
性
品
種
の
開

発
な
ど
、
気
候
変
動

に
対
す
る
品
種
改
良
の
取

組
み
が
重
要
で
あ
る
。
現

下
の
状
況
は
。

　
　
国
や
県
が
主
体
と
な

っ
て
気
候
変
動
に
対

応
で
き
る
品
種
や
栽
培
技

術
の
開
発
を
進
め
て
い

る
。
国
に
お
い
て
は
高
温

耐
性
水
稲
品
種
で
あ
る

「
に
じ
の
き
ら
め
き
」、
県

に
お
い
て
は
高
温
条
件
下

で
も
着
色
に
優
れ
る
り
ん

ご
種
「
べ
に
こ
は
く
」
が

開
発
さ
れ
た
。
市
と
し
て

は
比
較
的
高
温
耐
性
が
高

い「
里
山
の
つ
ぶ
」や「
に

じ
の
き
ら
め
き
」
の
作
付

拡
大
等
を
進
め
て
い
き
た

い
。 問答

小
島　
雄
一�

議
員

需要に応じた米生産を推進したい需要に応じた米生産を推進したい市長市長

倒壊158棟　ビニールハウス等の復旧をどうする倒壊158棟　ビニールハウス等の復旧をどうする
国県と連携して早期復旧に向けた支援を行う国県と連携して早期復旧に向けた支援を行う市長市長
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豪雪時の小中学校休校判断は正しかったのか豪雪時の小中学校休校判断は正しかったのか

別居親の園や学校への行事参加はできないか別居親の園や学校への行事参加はできないか
子どもの利益優先に寄り添った対応を心掛ける子どもの利益優先に寄り添った対応を心掛ける

山
口　
文
章�

議
員

十
二
村　
秀
孝�

議
員

市長市長

　
　
父
母
が
離
婚
後
も
子

ど
も
の
利
益
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
親

権
、
養
育
費
、
親
子
交
流

に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

民
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
令
和
６
年
に
成

立
し
、
令
和
８
年
５
月
に

施
行
さ
れ
る
。

　
園
や
学
校
へ
の
参
加
は

同
居
、
別
居
に
関
わ
ら
ず

参
加
で
き
る
と
考
え
る

が
、本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
別
居
親
の
行
事
へ
の

参
加
に
つ
い
て
は
、

父
母
の
協
議
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
が
、
子
ど
も
の
利

益
を
最
優
先
に
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

別
居
親
か
ら
行
事
へ
の
参

加
申
出
が
あ
っ
た
場
合

は
、父
母
が
協
議
を
行
い
、

双
方
の
同
意
が
得
ら
れ
た

場
合
に
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問答

　
協
議
が
進
ま
な
い
場
合

に
あ
っ
て
は
、
子
ど
も
の

利
益
を
最
優
先
に
寄
り
添

っ
た
対
応
を
心
掛
け
る
。

　
　
全
国
に
は
、
親
子
交

流
を
支
援
す
る
第
三

者
機
関
が
多
数
あ
る
が
、

本
市
に
お
い
て
民
間
の
支

援
団
体
を
育
成
す
る
取
組

は
で
き
な
い
か
。

　
　
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
の
事
例
を
調
査

し
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
必
ず
し

も
民
間
団
体
の
育
成
で
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

ま
ず
は
調
査
を
実
施
す

る
。 問答

　
　
消
防
団
員
の
処
遇
改

善
は
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
伺
う
。

　
　
編
み
上
げ
靴
、
長
靴

等
の
装
備
品
は
、
機

能
性
・
安
全
性
が
高
い
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
購
入
の
前
に

現
状
を
確
認
し
対
応
し
て

い
く
。
マ
イ
カ
ー
共
済
等

に
つ
い
て
は
、
幹
部
会
議

で
情
報
共
有
し
、
消
防
団

と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
員
自
動
車
運

転
免
許
取
得
事
業
の

実
績
は
。

　
　
過
去
３
年
間
で
１
名

だ
っ
た
。
今
後
は
、

団
員
の
所
持
免
許
を
デ
ー

タ
化
し
該
当
者
に
周
知
し

実
施
し
て
い
く
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
周
知

及
び
三
角
巾
の
配
備

問答問答問

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
私
有
施
設
11
カ
所

に
三
角
巾
の
配
備
が

あ
る
。
今
後
は
三
角
巾
配

備
数
の
増
や
理
由
を
記
載

し
た
も
の
も
配
備
す
る
よ

う
検
討
す
る
。
ま
た
児
童

生
徒
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

で
き
る
よ
う
に
教
育
し
て

い
く
。

　
　
生
徒
・
保
護
者
に
対

し
て
部
活
動
地
域
移

行
の
説
明
対
応
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
大
会

に
参
加
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
が
市
の
対
応
は
。

　
　
説
明
は
現
在
遅
れ
て

い
る
。
今
後
チ
ラ
シ

を
作
成
し
生
徒
に
配
布
す

る
。
大
会
参
加
は
要
件
が

揃
え
ば
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
後
、
中
体
連
と
協
議
を

行
い
、
大
会
に
参
加
で
き

る
よ
う
強
く
要
望
し
て
い

く
。 答問答

法令に基づき各校長に休校判断を依頼した　今回の対応を検証する法令に基づき各校長に休校判断を依頼した　今回の対応を検証する市長市長
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物価高騰対策としての取組は物価高騰対策としての取組は

喜多方ラーメンをはじめとした観光振興は喜多方ラーメンをはじめとした観光振興は

｢最大30％戻ってくる！喜多方市キャッシュレスキャンペーン｣を実施する｢最大30％戻ってくる！喜多方市キャッシュレスキャンペーン｣を実施する

次世代につないでいけるよう取り組んでいく次世代につないでいけるよう取り組んでいく

坂
内　
ま
ゆ
み�

議
員

市長市長

市長市長

　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
の
取
組
内
容
は
。

　
　
燃
料
や
資
材
の
高
騰

に
よ
る
影
響
を
受
け

て
い
る
小
売
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
等
の
事
業
継
続
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
民

生
活
を
下
支
え
す
る
た

め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
し
た
際
に
ポ
イ

ン
ト
を
還
元
す
る
こ
と
に

よ
り
市
内
消
費
の
喚
起
を

図
る
も
の
で
、
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
「
最
大
30
％
戻
っ

て
く
る
！
喜
多
方
市
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
実
施
す
る
。

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期

間
と
対
象
と
な
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
。

　
　
令
和
７
年
５
月
１
日

か
ら
７
月
31
日
ま
で

の
３
カ
月
間
を
予
定
し
て

い
る
。
対
象
と
な
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い

問答問答

て
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、

ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
ｄ
払
い
、

楽
天
ペ
イ
の
４
つ
で
あ

り
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
率
は

い
ず
れ
も
最
大
30
％
で
あ

る
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
上

限
額
は
。

　
　
１
回
の
利
用
に
お
け

る
上
限
額
は
１
０
０

０
円
相
当
、
期
間
中
に
お

け
る
上
限
額
は
１
万
円
相

当
で
あ
る
が
、
こ
の
上
限

額
１
万
円
は
、
決
済
サ
ー

ビ
ス
ご
と
に
適
用
さ
れ

る
。

　
　
よ
り
多
く
の
市
民
参

加
を
促
す
必
要
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
　

市
広
報
紙
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

記
事
掲
載
、
新
聞
等
マ
ス

コ
ミ
へ
の
報
道
依
頼
、
事

業
紹
介
チ
ラ
シ
の
各
戸
配

布
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

へ
事
業
の
実
施
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

問答問答

菊
地　
と
も
子�

議
員

　
　

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン

課
・
そ
ば
課
に
お
け

る
今
年
度
の
取
組
の
成
果

は
。

　
　
「
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン

課
」
の
設
置
や
「
喜

多
方
ラ
ー
メ
ン
の
日
」
の

取
組
を
通
し
て
、
ラ
ー
メ

ン
の
ま
ち
喜
多
方
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
く
発
信
で

き
た
ほ
か
、
ラ
ー
メ
ン
関

連
事
業
者
の
機
運
や
市
民

の
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
に
対

す
る
愛
着
が
醸
成
さ
れ

た
。
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
と
ラ
ー
メ
ン
の
ま
ち
喜

多
方
の
認
知
度
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
。
そ
ば
課
に

お
い
て
は
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、

各
地
域
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
そ
ば
祭
り
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
支
援
し
、
そ
ば
の

問答

魅
力
を
市
内
外
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
　
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
ブ

ラ
ン
ド
を
維
持
す
る

た
め
の
後
継
者
育
成
は
。

　
　
事
業
承
継
ニ
ー
ズ
調

査
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
、
後
継
者
育
成
や

事
業
承
継
に
向
け
た
取
組

を
実
施
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
後
継
者
の
確
保
を
課

題
と
す
る
回
答
が
複
数
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
承
継
の
取
組

に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
で
の
オ
ー
プ
ン

ネ
ー
ム
型
の
事
業
承
継
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
を
展
開

し
、
継
続
的
な
支
援
を
行

い
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
ブ

ラ
ン
ド
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
。

問答
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企業や施設等へ技能実習制度の支援を企業や施設等へ技能実習制度の支援を

敬老祝金を廃止するべきではない敬老祝金を廃止するべきではない

遠
藤　
吉
正�

議
員

田
中　
修
身�

議
員

　
　
敬
老
祝
金
を
廃
止
す

る
べ
き
で
は
な
い
。

喜
多
方
市
敬
老
祝
金
条
例

を
廃
止
す
る
理
由
を
伺

う
。

　
　
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
令
和
７
年
度
当

初
予
算
編
成
に
お
い
て
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
持

続
可
能
な
行
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
「
真
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
」
を
基
本
と

し
て
、
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
見
直
し
、必
要
性
、

緊
急
性
、優
先
度
等
、様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
廃
止
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　
最
近
は
、
祝
金
の
受
け

取
り
を
辞
退
す
る
方
や

「
若
い
人
に
お
金
を
使
っ

て
欲
し
い
」
と
い
う
方
も

複
数
人
現
れ
て
い
る
。
な

お
、条
例
は
廃
止
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
社
会
に
貢
献
し

問答

地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

方
々
を
敬
い
、
感
謝
と
御

礼
を
伝
え
る
敬
老
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
内
容
や
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
進
め
方
と
し
て
問
題

で
は
な
い
か
。
老
人

ク
ラ
ブ
等
の
関
係
団
体
と

の
話
し
合
い
は
実
施
し
た

の
か
伺
う
。

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
と
の
話
し
合
い

は
、
実
施
し
て
い
な
い
。

　
　
市
民
に
周
知
し
て
丁

寧
に
説
明
す
る
こ

と
、
そ
し
て
市
民
の
合
意

と
納
得
が
必
要
で
は
な
い

か
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
市
民
の
皆
様
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
広

報
等
に
よ
り
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

問答問答

　
　
技
能
実
習
生
の
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の

か
。

　
　
令
和
６
年
12
月
末
現

在
、
本
市
に
お
け
る

在
留
外
国
人
３
６
６
人
の

う
ち
、
技
能
実
習
生
は
１

５
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

国
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
91

人
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
23
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
が
そ
れ
ぞ
れ
14
人
、
中

国
11
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
４

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
実
習
生
の
課
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

技
能
実
習
制
度
は
、

外
国
人
が
日
本
国
内

に
お
い
て
技
能
や
技
術
を

身
に
付
け
、
母
国
へ
技
術

移
転
を
行
い
、
経
済
発
展

問答問答

の
支
援
に
資
す
る
国
際
貢

献
を
目
的
と
し
て
創
設
さ

れ
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
言
葉

の
壁
や
文
化
の
違
い
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
難
し
さ
、
育
成
に
か
か

る
労
力
の
増
大
、
住
居
や

通
勤
手
段
の
確
保
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
技
能
実
習
生
の
相
談

窓
口
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
市
に
お
い
て
は
、
事

業
所
か
ら
技
能
実
習

生
に
関
す
る
相
談
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
県
や
専
門

機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
会

津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

へ
外
国
人
の
一
元
的
相
談

窓
口
業
務
を
委
託
し
て
、

外
国
人
の
雇
用
や
在
留
手

続
き
の
ほ
か
、
医
療
、
福

祉
な
ど
生
活
に
関
わ
る
相

談
に
対
応
し
て
い
る
。

問答

厳しい財政状況の中検討を重ねた結果廃止という結論に至った厳しい財政状況の中検討を重ねた結果廃止という結論に至った市長市長

県や関係機関と連携し支援制度の周知に努める県や関係機関と連携し支援制度の周知に努める市長市長
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令和７年度の早期に健全化プラン(仮称)を策定し進めていく令和７年度の早期に健全化プラン(仮称)を策定し進めていく市長市長

財政健全化計画は市民への公開・参加で財政健全化計画は市民への公開・参加で

渡
部　
忠
寛�

議
員

工事等の入札における地域要件及び参加資格を再考すべき工事等の入札における地域要件及び参加資格を再考すべき

　
　
財
政
健
全
化
を
令
和

７
年
度
か
ら
９
年
度

の
３
年
度
間
に
集
中
し
て

実
施
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
財
政
調
整
基
金
が
大

幅
に
減
少
す
る
見
込

で
あ
り
、
新
た
な
需
要
や

不
測
の
事
態
へ
機
動
的
に

対
応
す
る
た
め
行
う
。
集

中
取
組
期
間
を
３
年
間
と

し
た
の
は
、
大
幅
な
歳
入

増
は
見
込
め
な
い
こ
と
、

歳
出
は
人
件
費
や
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
る
経
常
的
経

費
の
高
止
ま
り
が
続
く
と

予
測
さ
れ
る
た
め
、
３
カ

年
度
に
集
中
し
て
取
り
組

む
。

　
　
市
民
参
加
の
委
員
会

等
を
設
置
す
る
の

か
。

　
　
全
庁
的
な
取
組
と
し

て
庁
内
に
新
た
な
組

織
を
設
置
す
る
。
市
広
報

問答問答

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
定

期
的
に
公
表
す
る
。

　
　
５
つ
の
視
点
か
ら
検

討
す
る
と
し
て
い
る

が
。

　
　

経
常
的
経
費
の
う

ち
、
人
件
費
・
物
件

費
・
補
助
費
等
の
割
合
が

高
い
構
造
的
要
因
を
踏
ま

え
、
見
直
し
て
い
く
。

　
　
敬
老
祝
金
条
例
の
廃

止
の
よ
う
に
、
市
民

へ
の
周
知
な
し
に
は
す
べ

き
で
は
な
い
。
市
民
へ
の

事
前
の
周
知
・
意
見
を
聞

い
て
合
意
の
下
に
進
め
る

べ
き
。

　
　
令
和
７
年
度
の
早
期

に
健
全
化
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
を
策
定
し
進
め

て
い
く
。

　
使
用
料
等
の
見
直
し
・

受
益
者
負
担
の
適
正
化
・

遊
休
財
産
の
売
却
な
ど
自

主
財
源
確
保
に
努
め
る
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
予
算
を
下
回
る
規
模

と
す
る
。

問答問答

　
　
建
設
業
お
よ
び
建
設

関
連
業
者
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
災
害
復
旧
に
欠

か
せ
な
い
非
常
に
重
要
な

分
野
で
あ
る
。
今
年
の
豪

雪
災
害
で
も
昼
夜
を
問
わ

ず
活
動
さ
れ
て
い
た
。
近

年
、
公
共
事
業
が
縮
減
し

て
い
る
中
で
、
従
来
ど
お

り
で
は
な
く
、
傾
向
や
実

情
に
応
じ
た
柔
軟
な
入
札

方
法
と
さ
れ
た
い
。
入
札

の
地
域
要
件
に
つ
い
て

は
、
本
店
と
支
店
を
明
確

に
区
分
け
さ
れ
、
本
市
に

本
社
等
を
置
く
業
者
の
持

続
的
な
存
続
を
望
む
。
参

加
資
格
に
つ
い
て
も
地
元

事
業
者
の
状
況
を
鑑
み
な

が
ら
熟
考
さ
れ
た
い
。

　
　
社
会
情
勢
に
よ
る
影

響
な
ど
、
今
後
の
状

況
を
注
視
し
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

問答

　
　
近
年
の
喜
多
方
市
は

財
政
力
が
低
迷
し
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

直
結
す
る
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
観
光
振
興
は
地
域

活
性
化
、
税
収
増
に
大
き

く
寄
与
す
る
た
め
、
本
市

へ
の
誘
客
が
肝
要
で
あ

る
。
観
光
の
継
続
的
発
展

は
商
工
農
業
、
運
送
業
等

の
進
展
、
雇
用
機
会
や
移

住
・
定
住
の
増
大
も
期
待

で
き
、
子
ど
も
達
の
未
来

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
シ
ェ
ア

が
高
い
国
内
外
の
Ｏ
Ｔ
Ａ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）
に
力

点
を
置
く
こ
と
が
鍵
で
あ

り
、
誘
客
性
の
高
い
Ｄ
Ｃ

期
間
中
も
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
リ
ン

ク
し
、
相
乗
効
果
で
強
力

な
誘
客
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。

　
　
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
可
能
性
を

検
討
し
、
誘
客
増
大

に
つ
な
げ
た
い
。

問答

矢
吹　
哲
哉�

議
員

より良き制度となるよう調査を含めてしっかり検討していくより良き制度となるよう調査を含めてしっかり検討していく市長市長
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市
内
の
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
に
お
け
る
共

同
ア
ン
テ
ナ
組
合
の
設
置

数
は
。

　
　
喜
多
方
地
区
で
６
組

合
・
６
行
政
区
、
熱

塩
加
納
町
で
７
組
合
・
８

行
政
区
、
山
都
町
で
13
組

合
・
16
行
政
区
、
高
郷
町

で
８
組
合
・
８
行
政
区
で

あ
る
。

　
　
早
期
に
整
備
し
た
設

備
は
15
年
以
上
経
過

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
修

理
等
を
実
施
し
た
事
例
は

あ
る
か
。

　
　

設
備
の
老
朽
化
修

理
、
倒
木
や
獣
害
に

よ
る
ケ
ー
ブ
ル
断
線
で
の

受
信
不
具
合
な
ど
数
件
発

生
し
て
い
る
。

　
　
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
に
対
す
る
補

助
事
業
等
は
あ
る
か
。

問答問答問

　
　

国
に
お
い
て
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
化
を
伴

う
改
修
等
に
対
す
る
補
助

事
業
予
定
は
あ
る
が
、
単

に
老
朽
化
し
た
設
備
を
更

新
す
る
事
業
は
な
い
。

　
　
老
朽
化
設
備
の
更
新

に
つ
い
て
、
国
・
県

へ
強
く
要
望
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
難
視
聴
地
域
に
お
い

て
情
報
の
格
差
が
な

い
よ
う
に
、
全
国
市
長
会

等
を
通
じ
て
総
務
省
へ
要

望
し
て
い
く
。

　
　
豪
雪
に
よ
る
農
業
用

施
設
等
の
被
害
の
状

況
に
つ
い
て
は
。

　
　
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
等
の
被
害
が
市
内

全
域
で
84
戸
・
１
５
３
棟

発
生
し
た
。

　
　
被
害
対
策
へ
の
取
組

に
つ
い
て
は
。

　
　
県
に
対
し
て
幅
広
く

支
援
い
た
だ
け
る
よ

う
要
望
し
て
お
り
、
市
と

し
て
は
早
期
復
旧
に
向
け

財
政
支
援
を
行
っ
て
い

く
。 答問答問答問答

老朽化設備の更新を求める老朽化設備の更新を求める

齋
藤　
勘
一
郎�

議
員

令和８年全国市町村交流レガッタ喜多方大会に向けた準備は令和８年全国市町村交流レガッタ喜多方大会に向けた準備は

高
畑　
孝
一�

議
員

　
　
令
和
８
年
に
荻
野
漕

艇
場
で
開
催
さ
れ
る

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
喜
多
方
大
会
に
ど
の
よ

う
に
臨
む
の
か
。

　
　
全
国
か
ら
１
０
０
０

名
の
選
手
等
が
参
加

す
る
大
会
で
あ
り
、
経
済

効
果
や
市
の
活
性
化
に
も

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
市

民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
荻
野
漕
艇
場
の
改
修

工
事
の
状
況
は
い
か

が
か
。

　
　
コ
ー
ス
内
の
土
砂
浚

渫
工
事
と
コ
ー
ス
設

備
の
改
修
を
４
月
か
ら
着

手
す
る
。
浚
渫
工
事
は
８

月
に
は
完
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
レ
ガ
ッ
タ
で
使
用
す

る
ボ
ー
ト
等
を
更
新

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

問答問答問

　
　
令
和
８
年
の
全
国
大

会
は
、
既
存
の
ボ
ー

ト
は
使
用
せ
ず
、
新
型
の

ボ
ー
ト
を
業
者
か
ら
借
用

す
る
。

　
　
オ
ー
ル
に
つ
い
て
も

機
能
的
に
優
れ
た
タ

イ
プ
が
大
会
で
使
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
更

新
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
現
在
の
も
の
は
グ
ラ

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
で

あ
る
が
、
な
お
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
平
成
20
年
に
「
ボ
ー

ト
の
ま
ち
宣
言
」
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し

て
き
た
の
か
。

　
　
喜
多
方
シ
テ
ィ
レ
ガ

ッ
タ
の
開
催
、
ボ
ー

ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派

遣
事
業
、
施
設
の
充
実
を

図
り
、
高
郷
町
を
は
じ
め

市
全
体
の
活

性
化
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
っ

て
き
た
。

答問答問答

令和７年度の早い段階で実行委員会を設置する令和７年度の早い段階で実行委員会を設置する市長市長

総務省へ要望していく総務省へ要望していく市長市長
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財政健全化の５つの視点で見直しを行う財政健全化の５つの視点で見直しを行う市長市長

財政健全化のため中期財政計画の見直しを財政健全化のため中期財政計画の見直しを

　
　
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
実
現
す
る
た
め

に
は
中
期
財
政
計
画
の
大

幅
な
見
直
し
が
必
要
で
あ

る
が
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
見
直
し
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
「
歳
入

の
確
保
」「
総
人
件
費
の

抑
制
」「
公
共
施
設
の
在

り
方
の
見
直
し
」「
事
業

全
般
の
見
直
し
」「
各
種

補
助
金
等
の
見
直
し
」
の

５
つ
の
視
点
を
念
頭
に
置

き
、
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
行
う
。

　
　

先
送
り
す
る
事
業
、

凍
結
す
る
事
業
、
中

止
す
る
事
業
は
何
か
。

　
　
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
が
等
し
く

受
益
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
を
前
提
に
、
必
要
性
、

問答問答

緊
急
性
、
優
先
度
等
の
再

点
検
に
よ
る
事
務
事
業
の

精
査
・
見
直
し
を
行
い
、

既
に
目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
な
ど
の
事
務
事
業
や

受
益
範
囲
の
限
ら
れ
て
い

る
事
務
事
業
に
つ
い
て
は

影
響
が
生
じ
る
。

　
　
令
和
７
年
度
か
ら
９

年
度
の
３
カ
年
度
を

財
政
健
全
化
に
向
け
た
集

中
取
組
期
間
と
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

大
幅
な
基
金
繰
入
を
解
消

し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

　
　
使
用
料
等
の
受
益
者

負
担
の
適
正
化
等
に

よ
る
歳
入
確
保
と
事
務
事

業
全
般
の
見
直
し
等
に
よ

る
歳
出
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
基
金
繰
入
に

よ
る
予
算
編
成
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
。

問答

山
口　
和
男�

議
員

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決結果
（議決年月日等）

反
対：

賛
成

1
渡
部　
忠
寛

2
田
中　
修
身

3
坂
内
ま
ゆ
み

4
高
畑　
孝
一

5
山
口　
文
章

6
十
二
村
秀
孝

7
遠
藤　
吉
正

８
菊
地
と
も
子

9
小
島　
雄
一

10
矢
吹　
哲
哉

11
上
野
利
一
郎

12
渡
部　
一
樹

13
後
藤　
誠
司

14
五
十
嵐
吉
也

15
齋
藤
勘
一
郎

16
佐
藤　
忠
孝

17
伊
藤　
弘
明

18
渡
部　
勇
一

19
佐
原　
正
秀

20
齋
藤　
仁
一

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第２号

令和７年度喜多方市一般会
計予算

原案可決
(令和７年３月18日) 17：4 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

矢吹
哲哉

山口
文章

議案
第32号

喜多方市特定疾患患者見舞
金支給条例の一部を改正す
る条例

原案可決
(令和７年３月18日) 19：2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

田中
修身

渡部
忠寛

議案
第37号

喜多方市敬老祝金条例を廃
止する条例

原案可決
(令和７年３月18日) 16：5 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○

田中
修身

渡部
忠寛

請願
第11

福島県の自然と景観を過剰
な再生可能エネルギー開発
から守るための法的な整備
を求める意見書提出の請願

不採択
(令和７年２月27日) 4：16 ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ 副 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ●

渡部
忠寛

田中
修身
矢吹
哲哉

請願
第３

日本政府に核兵器禁止条約
の署名・批准を求める意見
書提出の請願

採択
(令和７年３月18日) 18：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

伊藤
弘明

田中
修身

陳情
第１

市民と共に「いじめ」「自殺」
「児童虐待」「犯罪」等を減ら
す取組についての陳情

不採択
(令和７年３月18日) 0：21 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

坂内
まゆみ

議会案
第２号

日本政府に核兵器禁止条約の
署名・批准を求める意見書

原案可決
(令和７年３月18日) 17：4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

その他
令和７年度喜多方市一般会
計予算案の組替えを求める
動議

否決
(令和７年３月18日) 3：18 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ○ ●

小島
雄一
矢吹
哲哉

高畑
孝一
渡部
勇一

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（小林時夫）は採決に加わらない。

３月定例会審議 結果

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で可決されました。
全ての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。
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討論とは、議題となっている案件について、評決の前に、
賛成・反対の意見を表明することをいいます。討論

議案第２号　令和７年度喜多方市一般会計予算
反対討論
１つ目は、敬老祝金条例まで廃止してしまう予算は

問題である。福祉や暮らしに関わる予算は元に戻して、
３カ年計画の「財政健全化プラン」策定の中で財政の
健全化を図っていく予算にすべきである。
２つ目は、全ての大型建設事業計画の抜本的見直し

が必要で、その典型が旧県立病院跡地の複合施設の第
２期工事計画である。ここにこそメスをいれなければ本
当の意味での財政健全化にはならない。
賛成討論
本市発展の指針となる「総合計画」に基づく諸施策、

「新市建設計画」及び「第３期総合戦略」に掲げる各事
業など、市民生活に直結する大切な経費を盛り込んだ
予算であり、市民が安全で安心して生活するための重
要な施策が多く盛り込まれた予算である。

議案第32号　喜多方市特定疾患患者見舞金支給条例
の一部を改正する条例
反対討論
特定疾患は、患者にとって医療費も高額で、経済的

な問題や介護等家庭的にも精神的にも負担が大きい。
市民・患者のみなさんが、物価の高騰等で生活が大変
な今、特定疾患患者見舞金を減額するべきではない。
賛成討論
今回の改正案では、支給額を１万５千円から１万円と

する内容である。県内他市町村の実施状況や市の財政
状況を考えれば、やむを得ないと判断するところであ
る。

議案第37号　喜多方市敬老祝金条例を廃止する条例
反対討論
この条例は、昭和34年４月１日から施行されている。

それを廃止するというのは、あまりにも乱暴すぎる。老
人クラブ等の関係団体との話し合いも必要だった。長
年社会に貢献してきたことに対する敬意、多くの高齢
者が楽しみにし、感謝される祝金を廃止することは、
決して市民の幸せにはつながらない。福祉の切り捨て
である。
賛成討論
１つ目は、人生100年時代と言われる時代となって対

象者が増加傾向にある。市の財源から現金支給という
形ではなく、高齢者を全体で支えるより良い形にシフト
していただきたい。
２つ目は、市の財政状況である。本当に支援が必要

な方への予算の確保が極めて重要であり、事務事業の
精査が必要である。
３つ目は、前回の文教厚生常任委員会の提言に対し

て、市当局が重く受け止めた結果であること。

請願第３　日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を
求める意見書提出の請願
反対討論
核保有国の中国、ロシア、明らかに核を持つ北朝鮮

にぐるりと囲まれた東アジアの最前線にあるこの日本に

あって、核の傘の存在というものは絶対に必要なもの
である。核保有国が署名や批准をするということであ
れば大賛成である。しかし、現実はそうではない。
賛成討論
日本政府は、核兵器禁止条約第３回締約国会議に米
国の「核の傘」を理由にオブザーバー参加すら拒み、
被爆者をはじめ国内外から失望と批判の声があがった。
「核抑止」政策をとることは、軍拡競争をつくりだし、
仮に抑止が破綻した場合、取り返しのつかない大災厄
をもたらす。被爆80年、日本に求められているのは条
約に参加し核廃絶の先頭に立つことである。

陳情第１　市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯
罪」等を減らす取組についての陳情
反対討論
陳情事項の内容を鑑みると今の喜多方市の実情に合
っていないと考える。

動議　令和7年度喜多方市一般会計予算案の組み替え
を求める動議
反対討論
敬老祝金について、先輩諸氏に対して感謝の念を示
すことは当然のことであるが、本市の財政の逼迫状況
にあっては、お金を配る感謝のやり方を変えていきた
いという当局の提案は賛成せざるを得ない。さらに、
この財政状況に対して市長をはじめ三役においては、
報酬を減額するという方針が出された。その責任と財
政の再建に対する強い決意がこの内容に表明されてい
る。
賛成討論
非常に厳しい財政状況の中でのお互いに苦渋の判
断、意見であると思う。この条例を廃止してしまったの
では、その精神が潰えてしまう象徴的な条例である。
敬老の精神をまるっきり廃止をしてしまうというところ
まで行ったのでは行き過ぎである。

請願第11　福島県の自然と景観を過剰な再生エネルギ
ー開発から守るための法的な　整備を求める意見書提
出の請願
反対討論
カーボンニュートラルに向けて再生可能エネルギーは
非常に重要であると捉えており、自然や景観に配慮し
ながら開発を進め、エネルギーの自給自足化も見据え
てこれからも伸ばしていかなくてはならない。
本請願の請願事項が県議会と他の市町村議会へ提出
した内容と一貫性がないこと、開発事業者へ厳しい条
件をつけていることにも賛同することはできない。
賛成討論
再生可能エネルギーの普及で許可条件違反も多く発
生し、森林の伐採や用地の造成により「景観の悪化」や
「地域の安全・安心」について心配の声もあり、開発と
地域との共生をどう図るかなど課題も表面化している。
会津はもとより福島県の自然と景観を過剰な再生可
能エネルギー開発から守るために有効であると判断す
る。
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請願・陳情

請　願　名
趣　　　旨 委員会

（採択結果）
本会議

（賛成：反対）提出者（敬称略）
請願第 11
福島県の自然と景観を過剰な再生可能エネル
ギー開発から守るための法的な整備を求める
意見書提出の請願

⑴�再生可能エネルギー開発に伴う林地開発における環境影響評価
に、景観に対する影響を考慮する要件を加えること。

⑵�県の審議会での検討事項に、開発による自然景観に対する悪影響
等を考慮する要件を加えること。

⑶�大規模な再生可能エネルギー開発に伴うトラブルが顕著化する昨
今、抜本的な法規制が可能となるような条例の制定を検討すること。
⑷�大規模な再生可能エネルギー発電施設の開発に際しては、現在、
電源開発地域に適用されている電源立地地域対策交付金（地元協
力金）と同様の交付を検討し、その財源確保のために開発事業者
に対する徴税措置を採れるような法的整備を検討すること。

⑸�開発事業者が開発許可・認可を受けた後に、運営主体の組織が大
幅に改編された場合は、許可・認可または手続き自体を無効とす
るか、再申請を必要とする旨の要件を付け加える法的な整備を検
討すること。

文教厚生
常任委員会

不採択
（4：16）

会津の自然と景観を守る会�
会長�木村�保幸 不採択

請願第 1
飯豊山「切合避難小屋」建替えに関する請願 切合避難小屋は、安全登山、環境保全、維持管理、避難救助の面か

らも重要な役割を果たしていることから、老朽化した切合避難小屋
の建替えを行うこと。

産業建設
常任委員会 採択

（21：0）ＮＰＯ法人�飯豊ＡＧＣ�
理事長�平野�茂夫 採択

請願第２
国民皆保険制度を守る請願

⑴�保険税滞納者に対しては親身な相談によって収納対策を進めること。
⑵�所得の少ない高齢市民に対する独自の保険税軽減、医療費の軽減
策をとり、皆保険制度を守り抜くこと。国・県に対して財政支援
を強力に求めること。

⑶�混乱を避けるため、紙の保険証を存続させること。

文教厚生
常任委員会 採択

（21：0）喜多方市革新懇�
代表�渡部�旭常 採択

請願第３
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求
める意見書提出の請願 ⑴核兵器禁止条約に署名・批准すること。

⑵�核兵器禁止条約締約国会議へオブザーバー参加すること。

総務
常任委員会 採択

（18：3）
原水爆禁止耶麻地方協議会�
会長�田中�一光 採択

請願第４
高額療養費の限度額引上げの見直しを求める
請願

⑴�国民の生活と命を守るために、医療費の負担増となる高額療養費
制度の限度額引上げを見直すこと。

⑵�物価高騰期における国民生活を守るため、医療費負担の軽減対応
を検討すること。

文教厚生
常任委員会 採択

（21：0）
Ｉ女性会議喜多方支部�
議長�田部�芳枝 採択

請願第５
下水道などのインフラ設備への国の公的支援
を求める意見書提出の請願

⑴�インフラの点検・緊急対策・更新などの管理を行うために、自治
体及び地方公営企業へ、国により財政的・技術的支援を強化する
こと。

⑵�防災・安全交付金や社会資本整備総合交付金について、物価高騰
の実態などに見合う充実した支援とすること。

産業建設
常任委員会 採択

（21：0）
耶麻喜多方地区高齢退職者連合会�
会長�芥川�久 採択

請願第６
最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求
める意見書提出の請願

⑴最低賃金法を全国一律制度に改正すること。
⑵�労働者の生活を支えるため、�最低賃金について直ちに 1,500 円
以上を実現すること。

⑶�最低賃金の引上げができ、経営が継続するように、中小企業・小
規模事業所への支援策を抜本的に拡充・強化すること。

産業建設
常任委員会 採択

（21：0）
会津地方労働組合総連合�
議長�折笠�由美子 採択

陳情第１
市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯
罪」等を減らす取組についての陳情

⑴�自治体（市区町村）が、その地域の「治安の状態」を数値化し、
図表をつくり、自治体のホームページや機関紙等で公表し、市民
と共有すること。

⑵�前項により公表した数値を減らす方法を考え、「数値目標」を決め、
「実施計画」を立て、公表し、市民と協力して、それを行うこと。

文教厚生
常任委員会 不採択

（0：21）
伊藤�豪 不採択

次のとおり審査されました。
本会議で採択された請願や陳情は、市議会の意向意見書等にまとめ、
市当局や関係機関へ、その実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）

臨時議会臨時議会
　令和７年第３回臨時会が3/28（金）に
開催され、令和６年度喜多方市一般会計
補正予算（3億7,752万3千円の追加）な
どが審議され、可決されました。

　　人権擁護委員　大島　陽平（喜多方）
　　人権擁護委員　五十嵐　純（塩川町）
　　人権擁護委員　石川　直子（高郷町）

人    事
　３月定例会において全会一致
で推薦することに同意しました。
※敬称略
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各常任委員会からの政策提言各常任委員会からの政策提言
喜多方市市議会基本条例第11条の規定に基づき、遠藤忠一市長へ、市民生活
の向上、市政の伸展及び自治の発展のため、各常任委員会における調査・研究
等で得られた知見をもとに、政策提言を行いました。各常任委員会の提言書は
市のホームページでご覧いただけます。

各常任委員会からの政策提言各常任委員会からの政策提言

政務活動費
　政務活動費は、議会の活性化と議員の調査研究その他の活動の充実を図るため、必要な経
費の一部として会派に対し交付されるものです。各会派の収支の状況をお知らせします。
　政務活動費は、各月１日を基準日とし、基準日において当該会派の所属議員数に月額２万
円を乗じて得た額を一半期ごとに交付しております。

令和６年度　政務活動費　会派別及び使途別収支一覧表� ( 単位：円 )

会派名 市民の声 新良致会 高和会 喜豊 公明会 日本共産党�
喜多方市議団 至誠会 社民クラブ 和同の会

会派構成
（敬称略）

遠藤　吉正
齋藤勘一郎
渡部　忠寛
坂内まゆみ

小島　雄一
伊藤　弘明
佐藤　忠孝

渡部　一樹
後藤　誠司
佐原　正秀

十二村秀孝
山口　文章
上野利一郎

菊地とも子
小林　時夫

矢吹　哲哉
田中　修身

渡部　勇一
五十嵐吉也

齋藤　仁一
高畑　孝一

山口　和男

収
入
内
訳

交付額 960,000 720,000 720,000 720,000 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000

収入合計（A） 960,000 720,000 720,000 720,000 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000

支
出
内
訳

調査研究費 714,749 540,836 347,235 435,528 0 0 460,256 97,840 232,119
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 243,842 177,490 250,800 173,041 173,960 405,730 0 339,201 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
会 議 費 0 0 0 0 0 2,820 0 0 0
資料作成費 0 0 0 91,427 0 0 0 17,081 0
資料購入費 0 0 0 0 0 10,493 0 38,852 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事務所費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出合計（B）  958,591 718,326 598,035 699,996 173,960 419,043 460,256 492,974 232,119
収支差引額（A-B） 1,409 1,674 121,965 20,004 306,040 60,957 19,744 △�12,974 7,881
市への返還額 1,409 1,674 121,965 20,004 306,040 60,957 19,744 0 7,881

（総務常任委員会）
１　住民自治と行財政運営に関する提言
⑴　住民自治の環境整備
⑵　ふるさと納税事業の拡充
⑶　地域内経済循環の活性化
⑷　公共施設の整備・運営の適正化
⑸　職員の政策立案・政策実行力の向上

（産業建設常任委員会）
４　産業の持続化対策に関する提言
　⑴　デジタル技術の導入
　⑵　創業継続支援
　⑶　�安定した収益確保と６次産業化

の推進
　⑷　�観光業におけるデジタル技術の

活用と広域圏の連携
　⑸　インフラ整備の充実強化
５　林業による地域再生のための提言
　⑴　森林所有者の把握と整備
　⑵　�林業の専門知識を有する職員の

確保と育成
　⑶　森林環境譲与税の適切な活用
　⑷　林業の担い手対策
　⑸　自伐型林業の取組の推進

（文教厚生常任委員会）
２　ゼロカーボンシティの実現に関する提言
⑴��市地球温暖化対策総合ビジョンに掲げる各種取組の推進、情報公開
及び予算確保

⑵��市民のカーボンニュートラルに係る意識の醸成及び市民向けの事業の推進
３　防災・減災に関する提言
⑴��災害対策実務に必要な知識・能力を備えた職員の育成及び防災体制の強化
⑵�市民の防災意識向上
⑶�情報伝達体制の強化
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委員長
佐原　正秀

副委員長
十二村秀孝

委　員
渡部　忠寛

委　員
田中　修身

委　員
小島　雄一

委　員
高畑　孝一

委　員
山口　文章

委　員
菊地とも子

委　員
山口　和男

委　員
渡部　勇一
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を
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6月定例会の予定6月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

6
1／

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

本会議
（議案審議）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

　 　　

　

　

喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“枝垂桜”です。

【提出期限】� 各定例会開会日（招集日）の９日前まで
【提 出 先】� 喜多方市議会事務局（市役所４階）
【必要事項】� �請願には必ず１人以上の市議会議員の紹介が必要ですので、市議会議

員にご相談ください。陳情の場合は市議会議員の紹介の必要はありま
せん。

� 詳しくは、議会事務局　℡�0241-24-5253まで

請願・陳情について

FMきたかた  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴できます。


